
























工事件名 図面名称

特記仕様書

図面番号

仕　　様　　書

２　工事場所：航空自衛隊静浜基地

航空自衛隊　静浜基地　施設隊

１　工事件名：屋内プール漏水補修

３　工　　期：契約締結から令和９年３月３１日

　
　

４　工事概要：本工事は、プールユニット(FRP製50ｍ×7コース)の防水及び

　　　　　　　塗装工事を実施するものである。

５　一般事項

 (1)　本工事は、本仕様書及び関係法令による他、記載されていない事項は

　　次の規定による。

　　ア　公共建築工事標準仕様書（建築工事編）最新版（以下「建築標準仕

　　　様書」という。）

　　イ　公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）最新版（以下「建築改

　　　修標準仕様書」という。）

　　を遵守し、材料の選定・品質性能の確保・工法の選定・検査方法等を行

　　うものとする。

 (3)　本工事の施工に当たっては、設計図書（公共建築工事標準仕様書 1.1

　　.1一般事項（2)）に明記なき事項といえども、技術的及び取合い上実施

　　すべき事項については、請負業者の負担において実施する。

 (4)　本仕様書の内容に疑義が生じた場合並びに現場の収まり及び取合い等

　　及び静浜基地内での行動は、静浜基地諸規則及び監督官の指示に従うも

 (5)　本工事に携わる施工者（下請け人を含む。）は、静浜基地への立入り

　　の関係で本仕様書によることが困難若しくは不都合な場合は、官側と協

　　議するものとする。

　　のとする。

 (2)　本工事の実施に当たっては、適用を受ける関係法令等（条例を含む。）

 (6)　基地内の既存施設等の保護には十分注意を払うものとし、故意又は過

　　失により破損した場合は、請負業者の負担において原状に修復するもの

　　とする。

 (7)　本工事により知り得た自衛隊及び基地に関する情報は、他に漏洩及び

　　転用してはならない。　

 (8)　携帯型情報通信・記録機器を持ち込む場合又は使用する場合は、監督

　　官の指示に従い適切な保全処置を行うものとする。

　　全を期するため、ファイル交換ソフトをインストールしていないものを

　　使用すること。

６　共通事項

 (1)　請負業者は 500万円以上の工事を請け負う場合、工事実績情報システ

　　ム（ＣＯＲＩＮＳ）への登録（(一財）日本建設情報総合センター)を行

　　うものとし、登録期日は、公共建築工事(改修）標準仕様書1.1.4による

　　ものとする。

　　及び「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律(第15条)｣

 (2)　請負業者は施工体制の適正化を図るために、｢建設業法(第24条の8)｣

屋外プール漏水補修

 (9)　本工事に必要な関係書類を作成するパソコン等は、情報流出防止に万
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 (3)　本工事の着手に先立ち、工程表を作成し、監督官の承諾を受けるもの

　　とする。

　　に基づき、施工体制台帳及び施工体系図を作成し、監督官に提出すると

　　ともに、工事関係者が見やすい場所に掲示する。

 (4)　本工事は、完全週休２日制工事（土日）の試行対象工事である。

　　ア　週休２日の考え方

　　 (ｱ)　完全週休２日（土日）とは、対象期間の全ての週において、原則

　　　　として土曜日及び日曜日を現場閉所（現場休息）日に指定し、２日

　　　　以上の現場閉所（現場休息）を行ったと認められる状態をいう。た

　　　　だし、対象期間の日数が７日に満たない週においては、当該週の土

　　　　曜日及び日曜日の合計日数以上の現場閉所（現場休息）を行ってい

　　　　れば、達成しているとみなす。また、土曜日又は日曜日に現場作業

　　　　を行うこととされている場合は、受発注者間で協議した上で、当該

　　　　曜日に代わる曜日を現場閉所日（現場休息日）に指定するものとす

　　　　る。

　　　　　月単位の週休２日とは、対象期間内における全ての月で現場閉所

　　　　（現場休息）日数の割合が２８．５％（８日／２８日）以上の水準

　　　　に達する状態をいう。ただし、暦上の土曜日及び日曜日の日数の割

　　　　合が２８．５％に満たない月においては、当該月の土曜日及び日曜

　　　　日の合計日数以上の現場閉所を行っている状態をいう。

　　　　　通期の週休２日とは、対象期間において、２８．５％（８日／２

　　 (ｳ)　施工終了後の自主検査、後片付け、清掃等の「後片付け期間」

　　 (ｴ)　降雪、出水期、猛暑日等の作業不能日数

　　　　現場事務所の設置等の「施工準備期間」

　　 (ｲ)　建設業者が施工に先立って行う労務・資機材の調達、調査・測量、

　　　総合工事工程表を作成する。

　　　　受注者は、発注時の設計図書や発注者から明示される事項を踏まえ、

　　ウ　総合工事工程表の作成

　　イ　現場閉所実績報告書

　　　　８日）以上の現場閉所（現場休息）を行ったと認められることをい

　　　　う。

　　　　　なお、降雪、出水期、猛暑日等による予定外の現場閉所について

　　　　も、現場閉所日数に含めるものとする。
　　 (ｲ)　対象期間は、工事着手日から工事完成日までの期間とするが、そ

　　　　のうち、年末年始６日間及び夏季休暇３日間、工場製作のみの期間、

　　　　工事全体の一時中止期間、受注者の責によらず現場作業を余儀なく

　　　　される期間などは含まない。

　　 (ｳ)　現場閉所日とは、巡回パトロールや保守点検等、現場管理上必要

　　　　な作業を行う場合を除き、１日を通して現場及び現場事務所が閉所

　　　　された日をいう。

　　　　受注者は、毎月末までに現場閉所実績報告書を作成し、翌月１０日

　　　までに監督官へ提出するものとする。ただし、工事完成月については、

　　　監督官が指定する日までに現場閉所実績報告書を提出するものとする。

　　　　総合工事工程表を作成するに当たっては、当該工事の規模及び難易

　　　度、地域の実情、自然条件、工事内容、施工条件等のほか、建設工事

　　　に従事する者の週休２日の確保等、下記の条件を適切に考慮する。

　　 (ｱ)　建設工事に従事する者の休日（週休２日に加え、祝日、年末年始

　　　　及び夏季休暇）の確保
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　　エ　工事工程の共有

　　 (ｱ)　工事において、受発注者間で工事工程のクリティカルパスを共有

　　　　し、工程に影響する事項がある場合には、その事項の処理対応者を

　　　　明確にするものとする。

　　 (ｲ)　円滑な協議を行うため、施工当初において工事工程（特にクリテ

　　　　ィカルパス）と関連する案件の処理期限（誰がいつまでに処理し、

　　　性能を有するものとする。ただし、ＪＩＳ若しくはＪＡＳのマーク表

　　　示のあるものを使用する場合又はあらかじめ監督官の承諾を受けた場

　　　合は、この限りではない。

　　　低減できる材料の選定に努めるとともに、本仕様書に定める品質及び

　　　に関する法律（「グリーン購入法」最新版）」に基づき、環境負荷を

　　ア　本工事に使用する材料等は、「国等による環境物品等の調達の推進

　　　示した場所に集積するものとする。

 (8)　材料及び品質等

　　　活用について（通達）（装技調第44号）」を遵守し、適正な処理を行

　　エ　監督官の指示する発生材は、発生材の種類ごと計量し、監督官の指

　　　うこと。

　　　要綱（国土交通省事務次官通達）」、「建設工事における再生資源の

　　　効な利用促進に関する法律」、「建設工事に係る資材の再資源化等に

　　　関する法律」その他の関係法令による他、「建設副産物適正処理推進

　　ウ　請負業者は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」、「資源の有

　　　するものとする。

　　　処理する建設廃棄物については、マニフェストの複写を監督官に提出

　　イ　建設廃棄物（金属類以外）は、請負業者において処理するものとし、

　　　に従うものとする。

　　ア　建設廃棄物の運搬及び置き場(仮置き場を含む。)は、監督官の指示

 (7)　発生材の処理等

 (6)　火気を使用する場合は、事前に監督官へ届け出るとともに、火気等の

　　取扱いに十分注意し、火災防止の措置を講ずる。

　　オ　現場閉所の達成状況及び精査

　　　　どの作業と関連するのか）について、受発注者で共有するものとす

　　　　る。

　　 (ｳ)　工事工程の共有に当たっては、必要に応じて下請け業者（専門工

　　　　事業者等の技術者等）を含めるなど、共有する工程が現場実態にあっ

　　　　たものとなるよう配慮するものとする。

　　 (ｴ)　工程に変更が生じた場合には、その要因と変更後の工事工程につ

　　　　いて受発注者間で共有すること。また、工程の変更理由が受注者の

　　　　責によらない場合は、適切に工期の変更を行うものとする。

　　　　対象期間における全ての週において完全週休２日（土日）が達成で

　　　きていない又は月単位の週休２日が達成できていない場合は、補正し

　　　た労務費（公共工事設計労務単価、電気通信技術者、電気通信技術員

　　　及び機械設備据付工）、共通仮設費率、現場管理費率及び市場単価等

　　　を請負代金額の変更により減額するものとする。

 (5)　本工事は競争参加資格確認申請書を提出し、競争参加資格に適合した

　　者に対して、入札説明書に示す入札書の提出期限の６日前（行政機関の

　　休日を除く）までに見積参考資料を交付する試行工事である。

　　　なお、「見積参考資料」は、契約書第１条の設計図書ではなく、見積

　　上の参考資料であり、その有効期限は、本工事の開札日までとする。
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　　 (ｵ)　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　 (ｴ)　法令等に定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること。

 　　(ｳ)　安定的な供給が可能であること。

　　　又は外部機関が発行する資料等の写しを監督官に提出して承認を受け

　　 (ｲ)　生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　　 (ｱ)　品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　　　る。

　　　　　なお、商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用す

　　 (ｶ)  販売、保守等の営業体制が整えられていること。

        るものとし、事前に監督官の承認を受けること。

定　　型

関係法令等の示す書式

都度示す。

官側書式

官側書式
任意書式

官側書式

Ａ表の写し

任意書式

官側書式

官側書式

官側書式

任意書式

施工台帳

現場代理人・主任技術者設定通知書

現場代理人・主任技術者略歴書

使用材料承認願
施工写真綴

発生材調書

工事完成通知及び工事完成検査願

引渡書

関係省庁への届出書類

マニフェスト

その他（監督官が指示する書類）

施工計画書

着工届

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
〇

〇

〇

〇

提出書　類　名　称

〇

　　イ　提出書類

　　　版」を基準とする。

　　　　工事写真の撮り方は、「営繕工事写真撮影要領（国土交通省）最新

　　ア　工事写真等

 (8)　施工管理

７　特記事項

　　　　　　　

　　　　工事の完成に当たり、建築物等の内外の後片付け及び清掃を行う。

　　　　既存施設部分、工事目的物の施工済み部分等について、汚損しない

　　イ　後片付け

　　ア　養生

 (1)　仮設工事

 (2)　防水工事

　　

  　ア　本工事は、ヤマハ発動機（株）プールユニットを、製造メーカー推

　　イ　部材の接合部、目地部の充填等のシーリングは、公共建築改修工事

　　し、あらかじめ監督官の承諾を受けた場合は、この限りではない。

　　　工事現場に搬入した材料は、種別ごとに監督官の検査を受ける。ただ

 (3)　材料の検査等

　　　よう適切な養生を行う。

　　　奨による施工方法及び材料により漏水補修を実施するものである。

　　　標準仕様書３章７節による。

　　　もに、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料

　　　表示の無い材料を使用する場合は、次の(ｱ)～(ｶ)の事項を満たすとと

　　イ　本工事で使用する材料等において、ＪＩＳ若しくはＪＡＳのマーク
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　　　り（満水）検査を実施すること。

　　イ　水道

　　　　検査に係る水道は、請負業者負担とする。

 (5)　石綿対策

　　　本工事は、石綿みなし工事とする。

　　

　　ア　検査要領

　　　　プールユニットの循環吐出口及び吸込口をメクラ栓で処置し、水張

 (4)　漏水検査

　　　　なお、満水容量は1,238㎥を基準とし、請負業者に適用する基地水道

　　　料金単価は173.81円である。

　　　なお、請負業者は、関係法令等に基づき必要な措置を講じるものとす

　　る。

単位

８　設計数量表

数量

㎡

名　　称 規　　　格

61.9

整理清掃後片付け ㎡

FRPオーバーレイ2プライ　W120 ｍ底板接合部補修

750.0

452.0

側板接合部補修 箇所  29
ボルト締め(ピット内作業)共

式

上面FRPオーバーレイ2プライ　W300 ｍ

式

式敷砂

レーンライン塗装 本

距離ライン塗装 本

式漏水検査

  1

  1

  1

  7

  3

  1

 90.0
ガーター破損部補修
(床面隠ぺい溝)

箇所  29側板接合部コーキング打替え 立面・オーバーフロー部

紺色　1回塗り　W200(側板、クロスマーク共)

赤色　2回塗り　W250(側板共)

施工場所(プールユニット)

底板・側板　30か所程度クラック・膨らみ補修

水張り(満水)検査、循環口メクラ栓処置

式発生材処分 産業廃棄物収集運搬処分   1

石綿対策

㎡ 61.9

養生

整理清掃後片付け

FRPオーバーレイ3プライ　W120　H675(標準)

搬出入路部分

搬出入路部分

0.074㎜　ふるい通過率20％以下　3ｔ車程度

飛散防止措置等
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修

F
R
P
オ
ー
バ
ー
レ

イ
2
プ
ラ
イ
　

W
1
2
0

施
工
場
所
(
プ

ー
ル
ユ
ニ
ッ
ト

)
7
5
0
.
0
㎡

4
5
2
.
0
ｍ

搬
出
入
路
部
分

養
生

整
理
清
掃
後
片

付
け

 
6
1
.
9
㎡

側
板
接
合
部

コ
ー
キ
ン
グ
打

替
え

立
面
・
オ

ー
バ
ー
フ
ロ
ー

部
 
2
9
か
所

ボ
ル
ト
締
め
(
ピ

ッ
ト
内
作
業
)
共

F
R
P
オ
ー
バ
ー
レ

イ
3
プ
ラ
イ
　

W
1
2
0
 
H
67
5
標
準

側
板
接
合
部

補
修

 
2
9
か
所

ガ
ー
タ
ー
破
損

部
補
修
(
床
面
隠

ぺ
い
溝
)

上
面
F
R
P
オ
ー

バ
ー
レ
イ
2
プ

ラ
イ
　
W
3
00

 
9
0
.
0
ｍ

ク
ラ
ッ
ク
・
膨
ら

み
補
修

敷
砂

レ
ー
ン

ラ
イ
ン
塗
装

距
離
ラ
イ
ン
塗

装

漏
水
検
査

底
板

・
側
板
　
3
0
か

所
程
度

0
.
0
7
4
㎜
　

ふ
る
い
通
過
率

2
0
％
以
下
　
3
ｔ
車
程
度

水
張
り
(
満

水
)
検
査
　
循

環
口
メ
ク
ラ
栓

処
置

紺
色
　

1
回
塗
り
　
W
2
0
0
　
(
側
板
、
ク

ロ
ス
マ
ー
ク

共
)

赤
色
　
2
回

塗
り
　
W
2
5
0
　

(
側
板
共
)

 
 
1
式

 
 
1
式

 
 
1
式

 
 
3
本

 
 
7
本

 
 
1
式

石
綿
対
策

 
 
1
式

発
生
材
処
分

産
業
廃
棄
物

収
集
運
搬
処

分

飛
散
防
止
措

置
等



レ
ー

ン
ラ

イ
ン

塗
装

(
紺

色
)

循
環

口
金

具
(
4
2
0
×

2
7
0
）

1,800

1,200

1,800300

1,600
循

環
口

金
具

(
4
2
0
×

2
7
0
）

1,550

3
00

30
0

コ
ー

ト
側

4
40

200

（
西

面
）

（
東

面
）

（
西

側
）

（
中

央
）

（
東

側
）

（
南

北
）

側
板

接
合

部
断

面
図

側
板

接
合

部
補

修

ユ
ニ

ッ
ト

側

（
東

面
）

250 250

コ
ー

ト
側

1,600

40
0

側
板

接
合

部
補

修

（
東

面
両

端
）

850

4
4
0

200750

コ
ー

ト
側

側
板

接
合

部
補

修

ユ
ニ

ッ
ト

側

コ
ー

キ
ン

グ
打

替
え

コ
ー

キ
ン

グ
打

替
え

コ
ー

キ
ン

グ
打

替
え

ユ
ニ

ッ
ト

側

（
西

面
両

端
）

550

4
4
0

200750

コ
ー

キ
ン

グ
打

替
え

コ
ー

ト
側

ユ
ニ

ッ
ト

側

側
板

接
合

部
補

修

ユ
ニ

ッ
ト

側

550

（
西

面
）

250

コ
ー

ト
側

4
00

1,000

コ
ー

キ
ン

グ
打

替
え

側
板

接
合

部
補

修

（
東

西
）

側
板

接
合

部
断

面
図

工
事

関
係

者
以

外
不

許
複

製
工

事
件

名

航
空

自
衛

隊
　

静
浜

基
地

　
施

設
隊

図
面

名
称

縮
　

　
尺

図
面

番
号

1
/
3
0

3
/
3

屋
内

プ
ー

ル
漏

水
補

修

ユ
ニ

ッ
ト

側
板

立
面

図
・

断
面

図

（
東

西
）

側
板

ラ
イ

ン
塗

装
立

面
図

（
南

北
）

側
板

ラ
イ

ン
塗

装
立

面
図

距
離

ラ
イ

ン
塗

装
(
赤

色
)

1,025(標準)

1,700(標準)

H6
7
5
(標

準
)


